
絹 の 起 源 と 現 状

奥 平 志づ江

壌 序

絹織物の原料で ある生 糸が 日本に伝 え られた のは西暦紀元前二世 紀頃 のこ

とと、推定 され るが、其の後 日本の気候、風土、風俗 とと"`養 衝 織物 ・

染色 の技術 は独 自の発展を遂 げ、今や生糸生産量;`て 原産国 を遙か に浚

ぎ、その用途 も特 に 日本人 の衣生活文化に益 々密接数搦 係 と影響力 を持 つに

到 つた。そ こで絹 文化 の起源 とその伝播経路 を尋ね、生糸の生産 と絹の 用途

につい て現状を調 べ てみ るζ とに した。

2絹 文化の1伝播

養蚕 に隰す る瓷 事 としては、・古事詑 の下巻 に 「韓人 口子臣・ 口比売・奴理 能

美 の兄妹瓜 一疲 拡 は う虫、一度は穀、一度は飛鳥に・三度形態を変える不思議な虫を

仁穂天 皇 の皇后 に献 上 した」 とあるのが日本最 古 の ものであろ う。叉 日本書

記巻11の 仁徳期 には 「瓢羅国か らの朝貢が途 絶 えたので痛 これ を責 めた と

ころ、。絹羅4婚 蝨蹇⊆を献 上 した」とあ り・

巻6の 垂仁期にはr任 那の使者 に赤絹100疋 を持たせて帰国 させ た」 と

云 う記述 が ある。

巻9の 神 功皇后記には 「新 羅、百済が入貢 し五色 の練絹 を献 じた」 とあ り、

巻10の 応神記には 「1..春 百済王縫衣工女 を献ず・37年 呉 よりユ汝 兄媛、

弟媛t呉 織 穴織の 四女 を献ず」 とある。紀元3世 紀来 に書 かれた中国 の史書

「魏 志倭人伝」 に よる と 「正始4年(紀 元243年)倭 正卑彌呼 が生 口・倭

錦、絳 青練、県布、帛布 を献ず」 とある。 さらに 「卑彌呼死 して男王立つ も

国中服せず 、卑彌呼 の宗女萱与13オ で王 とな り生 口30人 、白珠500孔

勾珠20枚 、異文雑錦20匹 を貢ず」 な どの記述がみ られ る。卑彌呼が 当時

大和朝廷 の支配者であつたか、あるいは九州 の一部属長で あつたか については

未だ 明かでない。当時 の絹織物 の技術 は北九洲 において高度 に発達 してい る

が、関東、東北 に伸 びたのは大分後 の様で ある。同 じく日本列島 におけ る繩

文 、彌生 の時代 区分 に庵地 域的にか な り年代 のずれ があること、又 出雲 文化・
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夷蝦文化の頃北九州 と朝鮮 との交通以外 に も大陸 との直接 交流 の あ.つた こと

も当然考え られる。古代 日本 と大陸 との交 通が政府 間で正式 に開 かれ たのは

3世 紀後半以後で あろ うが、__..般人 の往来 は朝鮮海峡を通 じ、東支那海 を横

断 し、 あるいは千 島、樺太、北海 道又は沿 海州か ら山陰、北陸地 方に と、縄

文化、mそ れ以 前 の新 石器時 代か ら行 なわれていた事 は、押型文 、,爪型文、

櫛 目文の土器な どが朝 鮮半 島か ら広 くユー ラシ ア大陸の一 円に分布す る土器

と類 似 していることか ら竜大凡推論 し うる。 しかし今日もなお、乾穏 水稲の稲 作

文化が何時、何処か ら日本 にもた らされたか明確でないの と同様、絹文化に

ついて も渡来 の時 期 と経路 は明 らかでない。養蚕 技術は定住す る農耕社会 と

驂灘恋雛 羹こ綴 謄 誉雛雛獵 鵡謡
前5世 紀もさかのぼ るこ とはない と思われ るが、古代 メソボ タミヤや エジプ

トの農耕文化は紀元 前3～4千 年 前 と推定 され ている。これ ら多 くの史記等

か ら、絹文化は古 代中国 に発詳 し民族 の移動 や文化 の交流 とともに四辺の地

域 に伝播 した もの と考 え ることが適当で あろ う。

3紀 元前の中国 絹文化 について

紀元 前2～3世 紀以降 の奏時代 の中国 絹文化は全 盛期で あ つた 。詩経 、筒

書 、史記等 の文献 が現存 し、さらに この時代 の高級織物が数 多 く発見 され て

い る。現在 までに発見 され ている最 古 の絹織 物は、スエーデ ンの国立博物館

に現存す るが、同国 の地理学者 ス エン ・ヘデ ンが1891年 か ら3回 にわた

り中央 アジ ア、東 トルキスタンー帯の探 険 によ つて、 ロブ、 ノールや楼蘭 の

遺跡 を発堀 した遺物 の中mる 奏時代 の錦織の断片 である。続 いて1906

年英国 の探険家 スタインは有名 な敦蝗遺 跡 を発 堀 し、さ らに楼蘭 の遺跡 を再

調査 し奏の錦な ど毛織物 の綴 織の断片を発 見してい る。1925年 我 国の原

田淑 人博士 らに よる朝 鮮平 壊楽浪郡の遺蹟調査に よつて奏代の絹が発見され

てい る。奏は 紀元 前2世 紀か ら紀元後3世 紀の初めまで続いた中国 古代の大

帝国 で、楽 浪出土品(副 葬品)..在 銘の漆器が同時に発見さ れているが、

その銘の建武、 永平 な どよ り明かに紀元1世 紀以 前の もので あることが立証

された。 スエーデ ンの博物館 や大英博 物館 に所蔵されてい る奏時代 の絹 もお

そら く以上の楽 浪土品に近似 した ものであろが、 紀元前後 の時代に この よ う

な高度な絹文 化が存在 していたとすれば、 当時の 日本 、朝鮮、中国の文 化交

流を考えても紀元2世 期半ばとろには{志 倭入伝」の倭玉 倭錦 ….を献劉 も当然あ
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り得 た こ とで あ ろ う。

4絹 の道(SILKROAD)注 第 唾図参照

絹の道は紀元前のかな り昔か ら東西 文化交流 の大動脈 としてあ つた と考 え

られる。武帝(紀 元前2世 紀頃)の 時張騫が武帝の命を うけて匈奴爽撃 作戦

を大月氏国 に提案す るため、使者 として派 遣 された大旅行 によ つて東西文物

の交 流が始 ま つた と伝 え られている。た しかに張蕎 の大旅 行に よつて、 それ

まで あま り詳 し く知 られ て いなか つた当時 の西域 諸国 の事情が くわ しく伝 え

られたわけで あるが、中国人が2世 紀頃まで、全然西域諸国の存在を知 らな

か つたわけではない。当時 中国は 周末 春秋戦国 時代 で あり・す でに奏 は西方

に大 勢力を張 り絹織 り技術 はおそ らく当時 の奏民族 の間には、かな り広 く普

及 していた もの と想像 され る。奏 の始皇 帝がその全土 に養蚕 を奨励 した こと

は歴史 上有名で あり、河北 、河南、山東 の黄河流域か ら次第 に揚子 江上 流に

お よび・沿岸一帯 に広が り四川の蜀 錦 な どは天下 の逸 品 と尊ばれ る様 にな り

それぞ れが小国 としては中央への貢物 として、又一般民 衆には納 税物 として、
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又 東西 物 資 の交換 に 用 い られ る有 力 な財 と して通貨 的な役 割 を 果 して い た と

思 われ る。絹 織物 の朝 鮮 や 日本 へ の伝 播 もそ の頃 を 中心 と して活 発 とな つて

きたで あろ うし、西 トル キ ス タ ンか ら イン ド、 ペル シ ャの 国mお よび広 大

な奏 の勢 力 圏 内 で は、 そ の気 候 、 風土 の条 件 が備 わ れ ば当 然 養蚕 ・絹 織 物 は

行 な わ れ てい た と考 え られ る。 しか し中国 政 府 は 自国 内 で の絹 産 業 は奨 励 し

た が蚕 種 の国 外 持 出 は、 当初 禁止 して いた ら しい・ 縦 って ヨ._._Rッ パで は ギ

リシ ャ時 代 の末 頃 まで 中国 の絹 の存在 を知 つては いた が、 正規 の ル ー トで蚕

種 が もた らされ た の は6世 紀 に入 つてか らの様 で あ る。

聖 武 天 皇 は一天平5年(733年)多 治 比 真 人広 成 を大 使 として遺 唐 船 を 出

発 させ た と ころ が、 そ の四 船 の うち二 船 は漂 流 、難 波 して・ よ うや く大 使 の

第一 船 が翌 年 帰 国 した 。 この時 吉備 真 備 、玄 防 な ど天 平文 化 を り一 ドした 留

学 生達 が もど つた 。 つづ いて天平8年 第2船 の 副使 ・ 中臣 朝 臣 名 代 が帰 国 し

た 。 名代 が伴 な つて来 た人 び とには唐 僧 道璃 ・婆 羅 門僧 正菩 提遷 那 ・ カンPfi

ジヤ僧仏 哲 な ど、 の ち の大 仏開 眼 会 の立 役 者 が いた こ と も注 目 され るが・ 唐

朝 よ りの送 使 と して来 日 した袁 晋 郷 や 皇 甫東 朝 ・ 皇 甫昇 女などの楽 人 と共に1入

の ペル シ ャ人 が いた 。 その 名 は李 密 翳 といい 、 その職 業 に つ い ては 明 らか で

ない が、 同 行 した唐 人 の よ うな楽 人 で あ つた か も知 れ な い 。

この東 海 の孤 島 に 、 は るか西 方 か ら イ ラ ン人 がた どりつ いた とい うこ とは

世 界史 的 に大 きな 意 味 が あろ う。 そ の頃す で に西 アジ ァで はサ サ ン朝 ペル シ

アが イ ス ラ ム教徒 の サ ラセ ン帝 国 に滅 ぼ され て いた が 、 つ い6・70年 ほ ど

前 には唐 朝 の勢 力 下 に あ つた西 域 に 、亡 命 の王子 ベ ー ロスが ペル シ ア都督府

を つ く つて、王 朝 回 復 の た め活 躍 して い た 。 さらに西 域 の地 には ・ ソク デ ィ

ア ナの 商人 を は じめ 、 いわ ゆ る胡 人(イ ラ ン系 民 族)が ら くだ の キ ャ ラバ

ン(隊 商)を ひ きい て 、 「世 界 の屋 根」 と呼 ばれ るけ わ しいそ うれ い(パ ミ

ー ル高 原)を 越 え 、茫 々として果 しな く続 く流 砂(タ ク ラマ カ ン砂漠)を通 つ

て 、 中国 の絹 を西 方 の珍 価 とかえ るた め に 盛 ん に往 来 した 。 そ れ ゆえ 「シル

ク ロー ド」 に 沿 つて栄 え たオ アシ スの 町 々に も イラ ン文 化 の 波 が お し よせ て

い た こ とは い うまで もな い。 天 山南 路 の北 道 に あ るクチ ャ(き じ 〉と南 道 の

ホー タ ン(う てん)は 西 域 文 化 の双 壁 と うた わ れ た町 で あ る 。

5絹 の生 産 量 に つ い て

第2図 は1959年 ～1967年 まで の 日本 の絹 織物 の布 幅 別 生 産 量 を示

す もので あ る。 図に見 る通 り小幅 織 物(布 幅38cm位)の 生 産 が著 し く増

して い る こ とは所謂 「着 物 ブー ム」 に よる もの と思わ れ る。女 性 は 勿論 ・ 男
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性 も最近 とみに窟脹 を着 る人 が多 くな り、雑誌 「きもの」 にまで男物 の生地

の選び方や仕立方 について書 いてあるこ とはその流行 を物語 るもの と云え よ

う。又広 巾物(主 として洋服地)の 生産量 が低調にな つているこ とは輸 出の

伸び悩みに よると考へ られ る。

絹交織物(絹 と毛・絹 と化せ ん)の 生産量 は前二m比 べ更に低調 にな つ

てい るのは交織 に よる繊維 の特性が却 つて低下す るためと思 われ る。

第3図 は1964年 か ら3年 間 の生糸生産量 を上位 四 ケ国につ いて示 した

もので ある。図 に見 る通 り日本は生産量 にお いて終始1位 を占め、1964

年、1965年 、1966年 のそれは夫 々全世 界生産量 の60.1%、39.6%
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第3図1964漏1966年 世界の生糸生産量(上 位4ケ 国)

(1968年 調査)

56.5%に あた る。

6絹 の 用途 に ついて

絹 の用途 に つ い て大 別す れ ば大 凡 次 の よ うに な る。

(1)衣 料 用

衣 料 用縫 糸 、刺 繍 糸、 レー ス地 ・

編 物(例 え ば 、手 袋 、 肌着)
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織 物(小 巾物 、 広 巾物 、 ネ ラメ イ、 マ フ ラー 等 》

{2}そ の他

外 科 用縫 合 糸 、 絶 縁用 糸 窟、 壁 貼 用 生地 、'

壁 貼用生 地 、 家 具 用 生 地 、

カー テ ン地、 絵絹 、投 網 、 篩 絹

タ イプ用 リボ ン、装 身用 ネ ッ ト

7結

以上絹 の起源 と生産、用途 の現状 につ いて述べ たが絹 本来 の優 れた数 々の

特性即 ち、絹繊維特有 の美 しさ、羽毛 に近似 した軽快 さ、柔軟 な感触 と快 い

着心地、気崩れ しない弾力性、優れ た染色加工性(友 禅にみ る鮮 かな染上 り)

適 度の吸湿性、優れた保温性 、通気性等 を考 えるとき、絹織物 の技術 と用途

の多様 化 と相 ま つて・絹の歴史は亡び るこ とな く人類 とともに永 く続 くで あ

ろ う。 レ'
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